
平成17年9月号

（ 
No.377 

., 

（ 調

光市医部会
http://www.yamaguchi.med.or jp/users/hikarishi/isikaihp/hikari.htm 



2 

光市医師会報

ε~~·＇ 
往診よもやま話

平岡医院 平岡博

0さんは今年89才になる女性。往診にうかがうと、いつもベッド上でスト

レッチをしておられる。 「足の裏を、こういう風にマッサージするといいん

よ。」と教えてくれる。なにしろ腰が直角に曲がっており、家の中は這って移

動する。ひょいと腰をかがめるだけで足の裏などすぐそこだ。「オリンピック

選手のようじやりというと、にま一、と笑い満足そうだ。新聞を読んでは最

近の不安な世相を嘆いておられる。 0さんの口癖は「感謝、感謝。J

Fさんは、 93才男性。戦時中に台湾で貿易の仕事をされていた。「いらっ

しゃーい！ Jうかがうと大きな声で笑顔で迎えてくださる。接客のプロとして
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長年培った応対は身に染みついている。在宅酸素を始めて3年。始めは要介護 （ 

4であったが今はトイレにも行けるようになり要介護3になった。 Fさんの

元気とやる気が、家中を明るくしている。冠婚葬祭で息子夫婦が家を空ける時

には、いやな顔を見せず、はいはいとショートステイに行かれるFさんの口癖

は fおかげさまでJ。

別れもまたやってくる。 Yさんは98才の女性。家族ももうすぐ10 0才と

はりきっておられた矢先のこと。「先生、呼吸が ・・・Jとご連絡有り。駆け

つけて5分も経たないうちに息をひきとられた。「先生を待ってたんよねー。」

娘さんの言葉に思わず胸がつまる。すかっとした性格で若い頃から人望があり

人の面倒を沢山みてこられたとのこと。おしゃれで相撲好き。地元九州の魁皇

闘をいつも応援していた。「しえんしえい」と言つては握ってくれた手の温も

りがまだ、残っている。

とのようにみとる側とみとられる側が上手くかみ合うと良いのだが、ひっそ

りと一人で孤独な死を迎える方もいる。ここ室積地区では、一人暮らしの高齢

者が多い。誰にもみとられずにさぞ寂しかっただろうね。 Hさんの部屋には、

お孫さんのもらった賞状や、メダルが大切そうに飾ってあった。何とか孤独死

をさける手だてはないものか ・・ ・。

先日、朝日新聞に東京の山谷という日雇い労働者の街で、この「みとりj を

実践しておられるかたの話を読んだ。身よりもなく、エイズ、がんや重い糖尿

病などをかかえた人々の終のすみか「きぼうのいえJを建てて3年。花見がし

たい、銭湯に行きたい、浅草で買い物がしたい、行き場がなく、やりたいとと

ができなかった人たちのための家だ。訪問介護の公的サービスに、学生や僧侶
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達のボランティアに支えられている。ああとれはマザーテレサと同じ生き方だ

と思った。

病院がそもそも、ホスピタリティ（もてなし）という語源をもったものであ

るとしたならば、とれが本当のホスピタルということになるのかもしれない。

経済だけで医療や介護を話しているとちっとも心が豊かにならない。孤独死を

なくすことができれば社会はもう少し明るくなって行くように思う。

さて、今日はKさんのバルーンを交換しに行かなくっちゃ。

先月の医師会長

8月 1日（月） 介護認定審査会（あいぱーく）
8月 3日（水） 高森みどり中キャリア学習
8月 7日（日） おっぱいまつり（あいぱーく）

中国地区学校医大会（山口県総合保健会館）

8月 8日（月） 市立病院院長（商談）
8月 913（火） 光市高齢健康福祉課（商談）

理事会（医師会事務局）

8月11日（木） 休日診療所連絡協議会（あいぱーく）
8月19日（金） 周南地区臨床研究会（周南記念病院）
8月20臼（土） 山口県医師連盟執行委員会（ホテル松政）
8月25日（木） 光市立病院ヒアりング

II 
8月28日（日） 山n県臨床内科医会（萩）
8月29日（月） 介護認定審査会
8月30l::l （火） 8月度講演会及例会

8月の医師会活動

9（火）定例理事会 （医師会事務所）

II. 30 （火） 8月度講演会 及例会 （医師会事務所）

創翠芸事会
日時：平成17年8月9日（火）午後7時30分～ 場所：光市医師会事務局

議題 ：

~：（~） I .報告事項
l.光市健康づくり推進協議会（7/14) 

2.郡市医療情報システム担当理事協議会（7/14) 

3.平成17年度山口県医師国保組合第l回総会（7/21)

4.郡市救急医療担当理事協議会（7/28) 
5.会計報告（4月～7月）

（河村会長）

（佃理事）

（河村会長）

（光武理事）

（松村副会長）
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資料(f)1.光市健康づくり推進協謹会

日時：平成17年7月11日（本） 場所：あいば一く光

1.平成16年度光市保健衛生事業報告→承認、
舟子保健・老人保健・予防接種・救急医療・組織の育成

2.平成17年度光市保健術情事業計画→承認
県医師会からの役員派泣は中止
3.平成17年度イベント

8/7（日）おっぱいまつり
9/4（日）ふれあい健保フェスティパル

資料② 2.平成17年度郡市医師会情報システム担当協謹会
日時：平成17年7月111:1(木）午後3時～ 場所：山口県医師会6階

協議事項

l.都道府県医師会医療情報システム担当理事連絡協議会の報告（加藤理事）

円時：平成17年3月17日（木）14:00～16:00
場所：日本医師会飴3階ホール
①医療施設ホームへージのガイドラインについて

誇大広告やサフリメントなどの代替医療の宣伝が問題になっている。医師会としてガイドラインを

出して、会員の自主的な判断にゆだねることにする。現在作成中である。

②テレビ会議システムの運用について

最初は日本医師会主催の会議のみに使用する。低コスト出i機能のエーゼット祉を選択、インター
ネット経由で 4 度に60人までテレビ会議に参加できるもの。今年11月から運用できる。1300万円
のイニシヤノレコストと年間440万円のランニングコストがl吉jl-、か安いか、現花出張旅費年間500万

円はかかっているのでとんとん。出張の時間的負伊．の解消がある。

③ ORCAプロジェクトの現状と将来
今年2月時点で実際に稼働しているのは1000件あまり、他に600件は検討111。
2.県医師会FAX通信網の整備について

会報の月一回発行で、早期伝達が必要な文許についてはFAXによる 4斉送信システムを確立する。

①提携会社株式会社ネクスウェイ（リクルート社と＼TTデータの出資会社）

②費用基本料金 3000円／月（初期費用1000門）送信量23円／1枚
③県内会員約2000人 10月よりスタート
3.区師会の情報ネットワーク化の促進について
①屯千文書化の促進現イfメーリングリスト登録会民に対して電チメールにて文舟を送受信する。
②県医師会ホームページHi:r-文書室（要ノミスワード）を設置する。定期に送る）（ ,1 ~を掲載する。
10月より運営。
③県医師会メーリングリストへの登録促進現在医師会はは127名で、更に登録を促進したい。
④県医師会のインターネットサーバの県医療情報ネットワーク（以下Yamame-nctとし、う）への移行

これは、以前の救急侠療情報システムが発展したものです。医師会のネットサーバーをレンタノレ

サーノくーに移行し救；色、l医療情報と合体させようとし、うもの門この中で電チ文芹化の促進、情報収集
サービスの提供、医療情報の集約化を円指したい。 10月より移行予定

4. Yamame-netの進捗状況について

県内で病院173施設、診療所で119施設参加している。周南医療留で参加巾訪した病院は徳山
病院、新南陽市民病院、徳山中央病院、周｜有病院、鹿野博愛病院、徳山医師会病院、徳山静養

院、泉原病院、鼓がj市整肢学問、周南記念病院、光市立大和総合病院、大同病院。主に、ML、
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お知らせ、スケジューラ、屯チ会議、文書管理、患者L紹介、カンファレンス、検査診断などが行われる

資料③ 3.平成17年度山口県医師国保組合通常組合会
日時：平成17年7月21日（本）午後3時～ 場所：山口県医師会6階

内符： 1.半成16年度卒業報侍
申栂組合長 1255人

被保険省 計5679人
2.平成16年度歳入I歳出決算書

歳入 1,041,979,076 
歳出 955,923,030 
差 86,056,046
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資料⑨ 4.郡市医師会救急医療担当理事協議会
日時：平成17年7月28日（木）午後3時～

l, MC協議会地区割りの変更等について
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場所：山口県医師会6階

17年5月1日から下関市に国立病院機構関門医療センターに救命救急センターが設置されたことに伴い、
山口県救急業務高度化推進協議会で、地域¥1C協議会の地区割りをこれまでの3地区より4地区へ変更する

ことが決まった。4地区とは（下関・長門）、（宇部・小野田・萩）、（中部）、（東部）

地区MC協議会の地区割りは、救命救急センターを書く（中心）とし、対象となる保健医療県を包含する地区

とすることとしてしも。萩地区は、従前に戻ったことになるo

2，山口県AED心肺蘇生法講習会の実施とAED協議会立ち上げについて

県医師会、山口救急初療研究会が主催し、 5月12日、山口県維新公園スポーツ文化センターにおいて
AED講習会を開催した。インストラクター、会員、一般県民を入れ220名が参加した。

今後は県医師会内にfAED協議会jを立ち上げ、地域、学校、（なんとか）での積極的な開催をサポートした

り、インストラクター、指導スタップの養成を行っていきたい。講習用人形も県医師会にあるので、希望があれ

ば貸し出すと言うことでした。

3，九州・山口災害救急担当理事協議会について
（大規模災害時の他県からの医療救護班派遣要請について）

九州・山口9県の医師会が大規模災害時、救護班を相互派遣して、相互支援することが検討された。
（主として県からの派遣要請があった場ー合に行う。県からの派遣要請がない場合でも県医師会は、被害

状況などから判断して必要と認める場兄は、自主的に出動させることもあるが、しかし医師会から最初に

動くことはまずないだろう。）

(DMAT病院について。 DMAT病院とは5人以上のスタッフと医療機器の整備が出来ていて、災害時派遣

できるチーム体制が取れている病院のことで、県内には7病院がある。岩国医療センター、徳山中央、
県立中央など）
他県に出た場合の出費に関しての協定は、いまのところない。自分で勝手にとし、うが率先して、要請が

なくても自主的にいったものもある。県も災害時の医療を取り上げ、来年から充実していきたいという考え

であるが、県との保障関係の協定は、これからの課題である。

にの各郡・市の緊急時・災害時の医師会、行政との対応はどのような状況か、一言ずつ各地域の理事

から発言が求められた。各地区もなかなかこれまで実際の経験がなく（ない方がよいのでしょうが）、よく
稼働出来るのか、不安を持ってしも郡・市が多し、ように感じられた。緊急電話網を作っている地区が多い

が、災害時には発信規制がかかり、電話・携帯はほとんどつながらないとし、うことを知るべきです。ただ

福岡の災害時携帯のメールは動いていたとしヴ報告があるとし、う。）

4，小児救急医療電話相談事業1年間の報告
これは県が行っている事業で、 16年7月1日より小児救急医療電話相談して始まった。（下関市、宇部市、
周南市の3地域のみである。）山口県では看護師が相談窓口について、医師はペアで待機する。月間相
談件数は68.8件で火曜が多い。相談は内容の内約で多いのは、疾病の中では発熱（44.4%）消化器症状
(19.4%）、皮膚症状（9.9%）、以下薬剤、耳鼻科症状についてで、あった。事故の内約では、誤飲・誤嘆
が36.3%、転落24%、外傷17%で、あった。（疾病が81%、事故15%の割合だ、った）
対応は熟達した看護師で、十分で、あった。相談者の満足度も、十分納得した方が482人（79%）、だいたい
納得した人が100人（16%）で、あった。

5，地域医師会で行われているACLS研修会、AEDの講習会の報告

①徳山医師会より、ACLS研修会（AED講習会を含む）を立ち上げ、定期に行っていることが報告された。

一回目が36人、2回目29人、3回目はこれから行う予定。徳山医師会では、研修会で日曜が一日つぶれ
ないように、半円ずつ行う変則的な研修会としている。インストラクターは4人である。インストラクター4人
は交代でなく負担が大きいので、インストラクター要請のための講習会を大学にお願いしたい。

②市町村の合併で救急医療の枠組みや予算に変動はないか、県医より各郡・市へ問し1かけがあり、

国や県の予算額が減ってきているので、地域医師会、救急や地域医療への影響が出てきていなし、かと

いうことで、もしあれば県医の方へ知らせて欲しいとし、う。

6，その他
平成17年度「救急、の日jを毎年9月9日として、来年はこの日を含む一週間（9月4日～9月10日）を「救急
医療週間Jとします。本年度は昨年に引き続き、特に「救急蘇生法の普及・啓発Jを全国共通のテーマと
した行事を重点的に実施するものと決まった。

5 
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II. 学術講演会 ・月例会

「一次救命処置（BLS）における
自動体外式除細動器（AED）の役割j

光1t1立光総合病院 麻酔科部長
竹中智昭先生

日時 ：平成17年8月30日（火） 19時30分～ 場所 ：光商工会館2階大会議室

現在の救急蘇生法はfAHAガイドライン2000( G2000) Jが標準となっている。G2000は世界のCPRの研究者が集う国際蘇生

連絡協議会(InternationalLiaison Committee On Rsuscitation, ILCOR）と共同制作することで国際性を持たせ、EBMの手

法を用いて確実なデータをもとに救急蘇生；去を見直して大胆な改革を行った。その内容は心肺蘇生法だけでなく、心停止に

陥りそうな傷病者の対応や、予防教育など広い範囲にわたっている。

G2000発表後、日本においても行政を含めてBLSの内容が大きく変化してきた。平成16年7月1日付けで厚生労働省より『

非医療従事者による自動体外式除細勤務（AED）の使用のあり方検討会報告書Jが発表され、一般市民がAEDを用いて除

細動を行う事が条件つきで認められた。これにより米国で先行していたPAD(publicaccess de行brillation）が日本でも行われ

ることなり、救急車章生法におけるAEDの役割は大きく広がるζととなった。最近では愛知県で開催中の愛・地琢悔の会場で

もAEDによる救命例が報告されている。また、山口県下においても、本年5月12日に心疾患患者の家族を対象として、AED

使用方法を含めたBLSの講習会が開かれ、 100名近い参加者があったと聞いている。

今後、AEDIま人の集まる場所を中心l二、設置台数ばどんどん増加するものと思われる。また、医師でなくとも使用できる

ことから、医療施設内でも看護師をはじめとするパラメディカルによる使用機会も治加していくと考えられる。AEDを利用で

きる環境が整いつつある今、取り組むべき問題は、AED使用を含めた8しSを普及させていくことである。このための講習会

には、AHAや日本救急医学会の認定を受けたものがあり、質的な保恒ほされている。しかしながら開催回数が隈られて

いることや受講料がかかることから、やや敷居の高い感は否めない。多くの人に気楽に参加してもらうためには地緩や病院

等の施訟での取り絡みが必要であろう。

AEDIま優れた医療機器であることは論を待たないが、それだけで心停止患者を救命できる『魔法の箱Jではない。心停止

患者を救命するためには、心停止の知覚、救急医療サービスの起動、確実なCPR！二引き続き、早期除細動、ACLSへという

『救命の連鎖Jが力強くつながり、遅滞なく実施される必要があることを最後に強E局したい。

六日市ECCトレーニングサイトのホームページ

http: I /www.geocitiesjp/muikaichiecc_ts/index.html 

非医療従事者むけHeartSaver AED Course （半日コース）

9月24日（土）、25日（包）開催：8月31日まで募集中

10月22日（土）、23日（日）開催 9月20日～308募集

医療従事者対象 BIJSfor Health Care Providers （一日コース）

11月12日｛土）、13日（日）開催 9月1臼～15日募集

六日市ECCトレーニングサイトは、車で1時間10分くらいで光市から回帰りで受講が可能な場所にあります。

迅速な処置で救命可能なもの

• 11，ιtrf .ttr.td、急性冠症候群
・＂1r,l1.1c・ 川、白、r心停止 ー ＼I脈なし＼ 1 
・：－rr－.九・脳卒中

• ¥ 11 .. 1、111：.：窒息

紋急心血管治療 ECC<Emergency Cardiovascular Care. 

吐血官 f:.. 臨白血音声＂ ·ill信感系l三止 lます：：；；~（，し、，＼J:柑尭す｛t宜骨量ぞ7主事担！；~
安定きt'毛leめに行うあふコゆる処置拍車匪市111事書（よコE行われるもの千三
！？てな、目空書による心附＜￥宝，王 if\i里立鞍理l!ltl•t ヒスの起動．心血管

低哩‘院鞍宵.Bl：コ円AC」Sの鞍商．雰医!!lit事歯tーよる帥糧野なとあ勺中壬
4の杢竺1孟す壬II;~聖
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ECC 

非医療従事者に対するAED講習

• BLSの流れを理解し、心臓マッサージ等の基
本的救急蘇生法を身につけてもらう
救命の連鎖にしたがって

通報一 CPR －除細動

・早期除細動の重要性を理解してもらう

• AEDを用いた安全な除細動の方法を理解し
てもらう

AED操作の4段階

¥IDの電源を入れる

患者の胸に電極ハット、をはる

リズムを解析する（解析ボタンをおす）

’電気ショックを与える（放電ボタンをおす）

2005. 9 
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〈月例会〉
1.報告事項 佃理事

昨年度胃がん検診結果

山口県事故報告

異状死と医療事故の扱い

2.その他

2005. 9 
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光市平成16年度胃がん検診統計
t‘ー； 冒u，民 嘆綿密 馴ぶ｜制見午制見
hili を責 憐斉t主 、見 ' ・子“ 、
． 一一一－司E唱，a・ー， ~－ 一一宇ーー

即位 鍋叩l ：~83 10 10.H ~ ιよ・.、’・；~ 

flil-ll ・H:! 68 1.1.二H 1 o.:::' 
全性 制時l 60:1 4!! ~.13 ll. l ~ 

集Id !!I!! I lこ圃 l:!.19 。G.00 
置｜ 個別 !!<'!6 8!! 9.03 ~ ヲl O.:il 

骨量['ll 1:rn1 lRO l 1 :1.ゴ3 0.01 

証：3ト :!:117 :!6!! 11.¥fi b O.~G 

進行食ュ藍小ん EW! 運行宵.~：ん 2例 弘樹宵がん 1概

異状死とは？

・2婁断されているその繍気で死亡することが「ふつうの死J「照
病死Jであり‘これ以外はすべて異状死と考えられる。

• r異状死Jガイドライン平成6年5月
日本法医掌会（臼法医鈴 1994第48轡第5号 pp.357-358
縄餓）

異状死。確実に惨断された内因性疾患で死亡したことが明ら

かである死体以外の全て。原死因から死亡までの期間と無
関係。（山口大学法医学敏室）

・法律上・学術上の統一見解lま得られていない。

日本法医学会「異状死」ガイドライン〈平成6
年5月）

・ ［ 4)J 、 ~， j ヘ！問，車、’ r~ ・- ~j' 圏園
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.；品t;;(2徐行，~.；，尚... ~や耐 l;., li'llふ問，〉二、
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・医師は、死体文は妊娠4月以上の死産児を検案し
て異状があると認めたときは、24時間以内に所轄警
察署に届け出なければならない。

日本外科学会の「異状死」ガイドライン
（平成14年7月）

． ← t :: : : ..’ t併す砕.·~てヨ ドー・，ー、’ Tす -

,. ~’二三ー『U・J司 、雪、~，にし ··h·三号：‘~－：・ 4・：.， . ・; -
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• I 事 'l’..【 e‘Jき
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.. , ・; ! /'. i I • ！ちム 4 、 白 〆．〆・ ，.士主土L了
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圃薗薗園事曹園田園圃
M号守田 ....－.－ー調・・・・E笠~量一一ーー

－ー官圃園田園園田11:1""'

国立大学医学邸付属病院長会樋常置委員会
医療事故防止方簸の歳定に関する作集歯車会中間報告「医療拳
故防止のための安全管理体制の確立について』（平成12年5周

警察署への届出
医療行おについて刑事責任を問われる可儀性があるような場

合（注） l~に速やかに届け出ることが望ましいと考えるニ
判断に違うような治合であっても、できるだけ透明性の高い対
応を行うという観点から、先ずlま速やかに警繋署に連絡するこ

とが望ましいと考えるヤ

主主1患者が死亡するなど結果が重大であって、 Z医療水準か
らみて著しい銭信や初歩的ミスが存在する場合

医療事故における異状死の届出

...風車I姐 d駅前回目圏直園田－岨四国11,'li置部開国圃園田圃園町
民E’llZ置回図面園町n圃即－－－司踊岡田
H-it；白＇J‘’：－：：
;t"1ru従111:: n;rniJとして定住えるニと
仁へ% め似‘ニLるむ以）／j.i仔んゐi'説明－~ 司る必要ははい
12:.・n＿；，病院I去、 十I台l反らがl白：後繁華美‘こ赴シな＼ー：
しf.I:~ 、 （ ＃的i毛たと’ぷ’4!6ιご）司.t出る ｝j：ハ良L 寸

" (2）宇干狩；fi喧寺町 lハ＇t\·t向 、 ＇.~:fol~：思守中tfQ-c·;:,nで、.＼！~: ; ;I ＼ろ
1iii‘二’：Jい・，・）・1裕艇に’.：：，.＇心 、ι3再己喧Lてお〈ここ：ィ、υJ、
J、，，
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連絡事項

受付

月 円
~送，番号 通達文書名

8 山者協84 平成 17年度地域ケア交流会開催について

山,(i＇協 15 2 tlll l県ナースセンター登録推進．こついて｛お願L、｝

111民事！！26 7 平成 17年第2期分生命保険団体事務費の配分及び同外事務貨に附する消焚税の送金について

山氏予告272 インフルヱンザワクチンの安定供給等について

』 lJ ［夫事~2 7 5 世i!Jiづくり ・健康長寿に関する事伊iH長のためのアンケート羽ft協力依fflについて

山氏策270 「がん治療専門E乏をめぐっての徒主について

ill ［夫~276 l'l'I：労働省通知「地域保健活動の充実強化についてlの一部改必について

2 111紙発279 』4・4全失院・J~件捜盆のご協力について（お願b 、）

111r－＇リI!2 7 7 「山口9rl:.t人保健法等健康審査実施要領Jの一部改正について（通知）

1J1 1夫発28 J f’防後検法li1iit寸令の一部iを改正する政令について（辿知）

山1災発282 定期のインフルエンザ輿望接種の実施について

山｜天保発4a 第41目｜ 『学びながらのウォーキングJ 大会の尖胞について

1 IJ[実C+}~44 健氏診断の実施について

山l云係発 15 歯科保健に関するリーフレットの送付について

事務i車絡 山u以医師会カード（ゴールドカード）の発行について

徳l従事I!7 4 l自凝 ・保険研究会の開催について

5 山~発283 ね必検4王将量1渇申l:H舎の受理について

山反発28 •I イ青島常による健康際お防止対策への的確な対応について（依領｝

iii.医桜l6 5 fjM蕗労働 ・ メンタルヘルス対策及び健様情報｛~織に関する研修会』 並びに f精神科医等のための産業保健

研修会lの開催：こ係る周知等のご協力の依傾について

8 Ill［突発288 第94回山口語＼~師会生涯研修セミナーの開«r仁ついて

山阪発289 首相！釘医師会長会議の開催について

1111突発29 1 介議保険法等の一書IIを改正する法律等の縫行について（公イti11ぬ・行分について）

9 山l栄治29 :l 医薬品 ・｜莞療機器量安全性情報報告制度の草害発ポスターの配布について

11111 1日以附会 第 ト凶改正nみ；薬局方の，部改正について

1 2 11111 Y，~灰附会 労災 ・白日産百委員会中間報告書蓄の送付について

l司！｛.［，刷、僻I＇・棺H雫ド 『死体検策研修J （ご案内）

111院予E記97 介必保険法等の一書IIを改正する法律の施行にfl＇う「痴呆 Jの則訟の比店主しに附する関係、通知の整獲について

1111反発29 8 イ1綿による健康障害防止対策への的確な対応について

山｜突発299 f lli?)lfi労働 ・ メンタノレヘルス対策及び健康t~1報保護にrn1寸・る研修会』舵びに f精神科医等のための産業保健

研修会1の開縦に係、る周知等のご協力の依頼について

1 IJ 民事~3 0 0 :ii::期の予防接磁尖施要領の一部改正について

111：＇＂＜事長 302 ギ喰17年度 F救急の日j及び f救急、仮療週間 の実施について

.It.~事c3 o 3 F防接位法施行令の－$を改正する政令及び予防t~符＼il；徳行線則及び

予防後磁実施規則の一部を改正する省令の施行について

ilr~発 3 0 -I 保しん及び品修にかかる定期予防接種等以関するmrr：恥項について
1 5 事務主li絡 山口｝，！，数急医療俗報システムの運用状況 月報（平成17年7月）について

tit r.1県医師会 鋭党際宇｝.，／｛・のための続報環境愛備プロジェクト 『紙によるtr'i'Wバリアフリー化推進運動キャンペーン事業1

必発J占1知方協力依績について

山口以医師会 日本医師会治験促進センター主催 治験促進魯発シンポジウム「これからのタ・のある治験のためにJ開催の

お知らせならびに周知のお願いについて

山｜突発306 ＊成 17年度及び18 年度~療関係施設戦備事業における貸付可l.~；提の融資対象.ffに対する個別融資俗談会

の｜持H慌について

1111民活ao 1 r £l 4:学校保健会八十年史j の推薦について

山｜夜発308 平成17年度『児Z量虐符防止月｜削除涜募集への協力依頼について

11 
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ll I豆電309 平成 l71！二度（第56回｝全同労働待：’1週!Ill：こ間十る協力依頼について

ILi反発31 1 『山口県AED心崎重￥＇£法議♂会 1II> DVDの送付につv、て

山低発3l 2 手成 I7 11：民有~li't!i設静態調夜、芯者、羽霊'f.&.＜..｝受持託行動詞itの実施：こついて

111灰発31 3 第36 [u)'f'o凶学校保健 ・学校区大会開催について

18 ill阪発309 平成 l7年戊医療廃棄物担、＇ I型車協的会について

2 2 山紙発31 9 2006 {fl定版 rJJ.-:師日記」 （手帳）の怜旋について

｜幻~発 3 22 シンホジウム F食ではぐくむ元気生活J のl!H悩について

山l天発323 末期阪城山ι－のQ0 L推進事業”g~句会について（依額）
111医受32 -1 診~wn.射線技師法施行令の一部を己主正する政令等について（通知｝

山医発326 当~2 Jn）広域予功後刊運蛍協議会 ・関係.r,・合同会滋の開催について

2 ：~ III医鐙329 健取や：主ぐちサホートステーションにm較する「健康づくりイベント十占領j等について（依頼｝
山E反発334 1Htfldi医師会学校庭名簿作成について

2 4 n~正発406 平成 I7年度目：本駅師会医療情報システム協議会の開催について

2 5 光術商244 特定J十 ：.~~~ （はかり）の定期検脊の；~胞について

1L1J反発333 第引11Jil11 1γンモグラフィ読影，i芯？？会のrm他について
山lぶ発33 5 医師法第 17条、術科医師法第17条及び保健師助産的ー看護師法第3］条の解釈について

2 9 山i五発340 郡市医師会介議保険！！！当理事協議会のllllf犯について

30 i」医発345 手成 l7 年度経~医研修会（基礎 ・ 前期｝の開催について

山口県医師会 二情バッグ製剤lの未開通投与防止対策について

内科系 外科系

8/ 7（日） 20 10 
14（日） 24 14 
15（月） 17 7 
21 （日） 12 7 
28（日） 8 10 

計I81 48 
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核家族化は先進国で進んでいるが、パリ・ロンドン・ニューヨークと東京とでは明らかに違う点がある。

ニューヨークなどでは週末に30分程かけて近郊の祖父母の所に会いに行き、家族同らんの時を過ごすが、
以京では盆と正月にしか早．に帰れない。日本の核家族は質が違う、品、う事を閉し、たことがある。家族の

いない一人暮らしのお年寄りが地βには多くし、る。同様におじいちゃん、おばあちゃんとあまり会えない
子供達も多いとし、うことだ。いいのでしょうか？結局人は死ぬ時は一人、なんて言葉を聞くと悲しくなります。
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